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○本指針における「生態系ネットワーク」等の定義について 

①本指針では、「生物の種間相互関係を含む生息・生育環境及び移動経路」を「生態系ネット

ワーク」と定義する。生態系配慮によって「生物の生息・生育環境」及び「生物の移動経

路」の確保や形成を目指す主旨で使用されている場合は、原則として「生態系ネットワー

ク」に統一する。 
②文意から、「生物の生息・生育環境」だけ、あるいは「生物の移動経路」だけを指している

場合、「（生物の）生息（生育）環境」あるいは「（生物の）移動経路」とする。 
③植物や水など、ネットワークの内容が限定されている場合は「～のネットワーク」とする。 
（例）「緑のネットワーク」「水域ネットワーク」等 

④その他「ネットワーク」と言い換えると文意がつながらなくなる場合は、適宜言葉を補う

か、別の言葉で言い換える。 
（例）・保全対象生物のネットワーク → 保全対象生物の生息・生育環境及び移動経路 

・魚類のネットワーク  → 魚類の生息環境及び移動経路 
・鳥類のネットワーク  → 鳥類の生息環境 

 
○本指針における表記の統一について 

・本指針の表記は、原則として次表のとおりとした。ただし、固有名詞や文献名等について

は、出典のとおりとした。 
・出典（文献）の表記は、「農業農村工学会（2020）：農業農村工学会論文集投稿の手引き」

によった。 
・主な用語の統一については、以下のとおり。 

「生物」「動植物」「生きもの」「生

き物」「いきもの」 

原則「生物」に統一、ただし住民参加型の生物調査や生物観察に

ついては「生きもの」とする（固有名詞、文献名等を除く） 

「生育」「生息」「成育」 

植物は「生育」 

動物（成体）は「生息」 

動物（稚魚や幼体）は「成育」 

動物（限定しないとき）は「生息」 

生物（限定しないとき）は「生息・生育」 

「駆除」「防除」 
有害な生物を除去する場合は「駆除」 

駆除とともにその侵入・発生を予防する場合は「防除」 

「移植」「移殖」「移動」 

植物は「移植」 

動物は「移殖」 

動物・植物両方の場合、あるいは動物か植物のどちらかに限定し

ていない場合は「移殖・移植」 

一時的な移動で元に戻す場合は「移動」 

 
○本指針に掲載されている【参考資料】、【参考事例】について 

【参考資料】は、本指針の内容を理解する上で役立つ具体的な内容や知見を示したものである。 
【参考事例】は、各地での取組事例であり、実際に取組を行う際に参考となる考え方を示した

ものである。あくまでも例であることから画一的に適用されるものではないことに留意す

る必要がある。 


